
報道機関 各位 期日  令和７年３月２８日（金） 

時間  午前９時３０分から  

会場  南魚沼市役所本庁舎２階応接室  

 

件 名 

令和７年３月の定例記者会見について  

内 容 

 
 １．「南魚沼市地域おこし協力隊及び集落支援員委嘱状交付式」につ

いて              ・・・Ｕ＆Ｉときめき課 Ｐ１ 
 
 
 

 ２．「交通指導所の開設」について      ・・・環境交通課  Ｐ４ 

 
 
 

３．「南魚沼市『ゼロカーボンシティ宣言』表明及び令和７年度の省エ

ネ・再エネ事業」について      ・・・環境交通課 Ｐ６ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○南魚沼市まちづくり推進機構からの情報提供  
・「子どものならいごとＰＡＲＫ」の開催について  

 
 
 
 

《４月定例記者会見：令和７年４月25日（金）午前 11時00分～予定》 

≪お問合せ先≫  
 南魚沼市  総務部  秘書広報課 

担 当：秘書広報班 樋口  
 電  話 ０２５－７７３－６６５８  
 ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５  
 メール hisyo@city.minamiuonuma.lg.jp 

報道資料  



報道機関 各位  令和７年３月２８日 

  南魚沼市総務部  

Ｕ＆Ｉときめき課  

件 名 

「南魚沼市地域おこし協力隊及び集落支援員委嘱状交付式」について  

内 容 

 令和７年度に、当市で地域おこし協力隊及び集落支援員として活動し

ていただく方への委嘱状交付式を下記のとおり行います。  

記  

１．日  時 令和７年４月４日（金） 午前 10 時から  

２．会  場 南魚沼市役所本庁舎  ２階応接室  

３．交付対象者  地域おこし協力隊 10 名 

集落支援員      １名  

添付資料  

・委嘱状交付式次第

・地域おこし協力隊・集落支援員一覧

報道資料  

≪お問合せ先≫  
南魚沼市  総務部 Ｕ＆Ｉときめき課 
担 当：ふるさと創り班  勝又 
電  話 ０２５－７７３－６６５９  

南魚沼市  産業振興部  商工観光課  

担 当：観光交流班 大野  
電 話  ０２５－７７３－６６６５  
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別紙１ 

地域おこし協力隊及び集落支援員委嘱状交付式 次第 

日 時  令和７年４月４日（金） 

 午前 10時～ 

会 場  南魚沼市役所本庁舎 

２階応接室 

１ 開 式 

２ 委嘱状交付 

３ あいさつ 

・地域おこし協力隊 坂本 利文 隊員 

五十嵐 哲也 隊員 

小松 純 隊員 

田中 晴樹 隊員 

佐藤 隼音 隊員 

粉家 瑠聖 隊員 

森本 聡一 隊員 

小田 瑛司 隊員 

松原 響佑 隊員 

村野 美和 隊員 

・集落支援員 大平 真弓 支援員 

４ 市長激励 

５ 閉 式 
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別
紙
２
　
委
嘱
さ
れ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
一
覧

※
年
齢
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

１
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
委
嘱
さ
れ
る
方
　
１
０
名

氏
名

ふ
り
が
な

年
齢

前
住
所

活
動
地
域

主
な
活
動
内
容

1
坂
本
　
利
文

さ
か
も
と
　
と
し
ふ
み

継
続

R4
.1
1～

39
埼
玉
県
朝
霞
市

浦
佐
地
区
を
中
心
に
活
動

（
拠
点
：
浦
佐
地
域
づ
く

り
協
議
会
）

浦
佐
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
フ
ッ
ト
パ
ス

※
1

事
業
」
を
通
じ
て
、
地
域
内
の
観
光
促
進
や
交
流
機
会
の
創
出
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
五
十
嵐
　
哲
也

い
か
ら
し
　
て
つ
や

継
続

R6
.7
～

45
新
潟
県
長
岡
市

主
に
自
転
車
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
里
山
再
生
事
業
や
地
域
事
業

と
連
携
し
た
活
動
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

3
小
松
　
純

こ
ま
つ
　
じ
ゅ
ん

継
続

R6
.1
0～

42
東
京
都
稲
城
市

地
域
の
特
産
物
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
・
情
報
発
信
と
地
域
住
民
の
世
代
間
交
流
を
行
え
る
場

づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

4
田
中
　
晴
樹

た
な
か
　
は
る
き

継
続

R5
.4
～

23
東
京
都
板
橋
区

（
住
民
票
は
兵
庫
県
尼
崎
市
）

5
佐
藤
　
隼
音

さ
と
う
　
は
や
と

継
続

R6
.4
～

22
群
馬
県
高
崎
市

（
住
民
票
は
東
京
都
東
大
和
市
）

6
粉
家
　
瑠
聖

こ
う
や
　
り
ゅ
う
せ
い

新
規

21
奈
良
県
大
和
郡
山
市

7
森
本
　
聡
一

も
り
も
と
　
そ
う
い
ち

新
規

21
東
京
都
江
戸
川
区

8
小
田
　
瑛
司

お
だ
　
え
い
じ

新
規

20
新
潟
県
新
潟
市
中
央
区

9
松
原
　
響
佑

ま
つ
ば
ら
　
き
ょ
う
す
け

新
規

24
千
葉
県
船
橋
市

10
村
野
　
美
和

む
ら
の
　
み
わ

新
規

22
東
京
都
西
多
摩
郡
瑞
穂
町

２
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
委
嘱
期
間
　
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
３
１
日

※
坂
本
隊
員
は
、
令
和
７
年
１
０
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
委
嘱
期
間
は
、
年
度
ご
と
に
勤
務
実
績
等
を
踏
ま
え
て
、
最
長
３
年
ま
で
更
新
し
ま
す
。

３
．
集
落
支
援
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
る
方
　
１
名

氏
名

ふ
り
が
な

年
齢

活
動
地
域

1
大
平
　
真
弓

お
お
だ
い
ら
　
ま
ゆ
み

継
続

R6
.4
～

49
東
地
区
を
中
心
に
活
動

（
拠
点
：
東
地
区
地
域
づ
く
り
協
議

会
、
里
山
会
館
ほ
っ
か
）

４
．
集
落
支
援
員
の
委
嘱
期
間
　
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
３
１
日

※
委
嘱
期
間
は
、
年
度
ご
と
に
勤
務
実
績
等
を
踏
ま
え
て
更
新
し
ま
す
（
任
期
の
定
め
な
し
）
。

主
に
東
地
区
内
に
お
け
る
様
々
な
世
代
の
人
達
が
交
流
し
た
り
、
憩
い
と
な
る
よ
う
な
「
場
づ

く
り
」
を
行
い
な
が
ら
、
地
区
内
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
規
・
継
続

新
規
・
継
続

東
地
区
を
中
心
に
活
動

（
拠
点
：
東
地
区
地
域
づ

く
り
協
議
会
、
里
山
会
館

ほ
っ
か
）

市
内
全
域

（
拠
点
：
（
一
社
）
愛
・

南
魚
沼
み
ら
い
塾
）

（
一
社
）
愛
・
南
魚
沼
み
ら
い
塾
が
取
り
組
む
、
地
域
の
中
高
生

と
連
携
し
た
地
域
探
求
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Yo
uK
ey
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

や
、
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

※
2、

首
都
圏
を
中
心
と
し

た
大
学
の
ゼ
ミ
合
宿
や
地
域
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
企
画
や

運
営
を
通
じ
て
、
地
域
内
外
の
学
生
と
地
域
と
を
結
び
つ
け
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

市
内
全
域

（
拠
点
：
自
然
体
験
村

※
令
和
７
年
４
月
か
ら
一

般
社
団
法
人
化
予
定
）

自
然
体
験
村
が
取
り
組
む
、
都
市
部
の
子
ど
も
達
や
親
子
向
け
の

自
然
体
験
ツ
ア
ー
と
い
っ
た
青
少
年
育
成
事
業
、
南
魚
沼
市
と
友

好
都
市
と
の
交
流
事
業
、
移
住
定
住
促
進
事
業
、
そ
れ
ら
に
係
わ

る
人
づ
く
り
を
通
じ
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

※
2
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
…
都
市
部
の
人
た
ち
な
ど
が
一
定
期
間
地
方
に
滞
在
し
、
働
い
て

収
入
を
得
な
が
ら
、
地
域
住
民
と
の
交
流
や
学
び
の
場
な
ど
を
通
じ
て
地
域
で
の
暮
ら
し
を
体
感
し
て
い

た
だ
く
事
業
で
す
。
（
総
務
省
事
業
）
。

※
1
フ
ッ
ト
パ
ス
…
近
世
イ
ギ
リ
ス
で
発
祥
し
た
“
歩
く
こ
と
を
楽
し
む
”
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ジ
ャ
ー
で

す
。
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
や
地
形
、
動
植
物
や
文
化
な
ど
を
見
聞
き
し
な
が
ら
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
歩

く
活
動
で
す
。
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 報道機関 各位  令和７年３月２８日 

南魚沼市市民生活部  

環境交通課  

件 名 

「交通指導所の開設」について  

（「春の全国交通安全運動」関連事業）  

内 容 

 ４月６日（日）から 15 日（火）までの 10 日間、「春の全国交通安全運

動」が行われます。  

この運動期間中に南魚沼市では、交通安全の啓発活動として、南魚沼警

察署、（公財）南魚沼交通安全協会の協力を得て、交通指導所を開設いた

します。  

つきましては、下記のとおりご案内します。  

 

記  

 

１．日  時  令和７年４月７日（月）午前 10 時～ 11 時（予定）  

        ※開所式を午前９時 45 分から行います。 

２．場  所  国道 17 号 浦佐待避所  

３．指導内容   国道 17 号から通行車両を浦佐待避所内へ引き込み、交

通事故防止の呼びかけ及び啓発品の配布を行います。  

４．そ の 他  南魚沼警察署長、南魚沼副市長が参加予定です。  

         駐車場は、別紙位置図のとおりです。  

        雨天の場合、中止となります。  

添付資料  

・位置図 

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  
 南魚沼市役所 市民生活部 環境交通課  
担 当：環境交通班 勝又  

電 話  ０２５－７７３－６６６６  
 ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５  
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交通指導所開設場所 

 

啓発物資の配布箇所 

配布箇所へ誘導する警察官 

車両を停止＆合流させる警察官 

交通指導所の参加者は「㈱島田

組機材センター」を駐車場とし

てお使いください。事前に使用

許可を得ています。 

引き込み地点 

合流地点 
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 報道機関 各位  令和７年３月２８日 

南魚沼市市民生活部 

環境交通課 

件 名  「南魚沼市『ゼロカーボンシティ宣言』表明及び  

令和７年度の省エネ・再エネ事業」について  

内 容 

南魚沼市では、脱炭素社会の実現に向けた取組を加速化するため、３

月 31 日に地球温暖化対策実行計画【区域施策編】を公表し、令和７年

４月１日に「南魚沼市ゼロカーボンシティ宣言」を表明、同年を「ゼロ

カーボンシティ強化元年」と位置付け、2050 年ゼロカーボン社会の実現

に向けて、省エネの推進と再エネ導入の促進を加速させるための支援事

業を次のとおり創設、拡充しました。  
 

１．令和７年度に実施する事業             単位：千円  

  事   業   名  事業費  種別  

1 南魚沼市「ゼロカーボンシティ宣言」表明関連事業  3,000    新規  

2 省エネ住宅普及促進補助金  20,500  新規  

3 電気自動車等充電設備設置補助金  1,000  新規  

4 再生可能エネルギー導入支援補助金  3,000  新規  

5 省エネ家電普及促進補助金  8,000  拡充  

6 太陽光発電設備設置費補助金  9,500  継続  

7 木質バイオマスストーブ等設置補助金  1,600  継続  

8 雪冷熱利活用施設等整備補助金（商工観光課）  30,000 新規  
 

２．事業の特徴  

本事業は、県内で８自治体のみの「特別豪雪地帯かつ省エネ基準地域

区分４」という、特に厳しい冬場の環境にも適合する省エネ、再エネの

導入を支援するもので、寒冷な期間が長い雪国特有の環境リスクを軽減

することで、住み続けられる雪国の住環境やエネルギー政策分野の将来

像を市民に示す大変重要な取組となっております。  

南魚沼市では、本年３月 18 日に国の重点対策加速化事業の採択を目

指し、地域脱炭素移行・再エネ推進事業計画を策定、申請を行っており、

採択後は令和７年  

度から令和 11 年  

度までの５年間で、 

さらに事業を加速  

化させていく計画  

で準備を進めてお  

ります。 

 

 

 

添付資料 なし 

 

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  

 南魚沼市市民生活部環境交通課 
担 当：環境交通班 野澤・平賀  

 電  話 ０２５－７７３－６６６６  
 ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５  

南魚沼市  
南魚沼市  
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